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し
も
だ

し
も
だ
健健
康康
川川
柳柳

　
　
　
　

　
　
　
　

作
品
紹
介

作
品
紹
介

で
き
あ
い
の
お
か
ず
に
潜
む
添
加
物

で
き
あ
い
の
お
か
ず
に
潜
む
添
加
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井　

建
彦
）

（
藤
井　

建
彦
）

旅
先
で
グ
ル
メ
三
昧
無
事
メ
タ
ボ

旅
先
で
グ
ル
メ
三
昧
無
事
メ
タ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  　　

  

（
増
田　

義
和
）

（
増
田　

義
和
）

食
欲
の
秋
と
言
う
な
ら
い
つ
も
秋

食
欲
の
秋
と
言
う
な
ら
い
つ
も
秋

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　　
（
ｎ
ｏ
ｂ
ｕ
）

（
ｎ
ｏ
ｂ
ｕ
）

高
齢
者
そ
の
通
院
が
リ
ハ
ビ
リ
だ

高
齢
者
そ
の
通
院
が
リ
ハ
ビ
リ
だ

（
す
ー
さ
ん
）

（
す
ー
さ
ん
）

働
い
て
う
る
お
う
家
計
光
る
汗

働
い
て
う
る
お
う
家
計
光
る
汗

（
み
ぃ
に
ゃ
ん
）

（
み
ぃ
に
ゃ
ん
）

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
期
間
や
国
民
年
金
に
加
入

か
っ
た
期
間
や
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
年
金

合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
で
は
、
本
人
の
申
出

　

国
民
年
金
で
は
、
本
人
の
申
出

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

がが
4040
年
間
（
４
８
０
月
）
に
満
た

年
間
（
４
８
０
月
）
に
満
た

な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
金
・

な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
と

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
と

き
は
、

き
は
、
6060
歳
か
ら

歳
か
ら
6565
歳
に
な
る
ま

歳
に
な
る
ま

で
の
間
、
任
意
加
入
し
て
年
金
額

で
の
間
、
任
意
加
入
し
て
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

及
び
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
の
合

及
び
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
の
合

計
が
原
則
と
し
て

計
が
原
則
と
し
て
1010
年
（
１
２
０

年
（
１
２
０

月
）
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

月
）
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
、

合
は
、
7070
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和

4040
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
に
限
る
）。

方
に
限
る
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

～
任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内
～

～
任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内
～

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料

保
険
料

月
額
１
６
，
９
８
０
円
（
令
和
６

月
額
１
６
，
９
８
０
円
（
令
和
６

年
度
）

年
度
）

申
請
時
に
必
要
な
物

申
請
時
に
必
要
な
物

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
・

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
・

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
鑑

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
鑑

※※
6565
～～
7070
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸

籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
る
方
、
厚
生
年
金
・

を
受
け
て
い
る
方
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

外
国
籍
の
方
で
も
、

　

外
国
籍
の
方
で
も
、
2020
歳
以
上

歳
以
上

6060
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
く
）。

方
を
除
く
）。

　

加
入
手
続
は
住
民
登
録
の
あ
る

　

加
入
手
続
は
住
民
登
録
の
あ
る

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
が
国
民
年

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
が
国
民
年

金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納
め
て
、

金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納
め
て
、

年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た

年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た

場
合
に
は
、
出
国
後
２
年
以
内
に

場
合
に
は
、
出
国
後
２
年
以
内
に

請
求
手
続
を
す
る
と
、
保
険
料
を

請
求
手
続
を
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱
退
一
時

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱
退
一
時

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

  

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
魅
力
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
思
っ
た
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
挑

戦
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

す
で
に
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や

飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
イ
ベ

ン
ト
の
お
手
伝
い
な
ど
「
い
つ
か

や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

こ
と
や
、
風
ま
ち
の
サ
ン
セ
ッ
ト

ヨ
ガ
ク
ラ
ス
の
通
訳
な
ど
、
思
い

が
け
ず
舞
い
込
ん
で
き
た
も
の
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
機
会
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

下
田
の
人
口
は
、
船
橋
の
約

三
十
三
分
の
一
程
で
す
が
、
人
口

が
少
な
い
分
だ
け
、
地
域
の
人
た

ち
の
繋
が
り
が
強
く
、
自
分
ご
と

と
し
て
下
田
の
未
来
に
熱
い
想
い

が
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
聞
か
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
約
二
年
半
の
活
動
を
、
精
一

杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
３
９
１
３

　　

下
田
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
観
光
誘

客
促
進
部
門
と
し
て
、
５
月
よ
り

活
動
し
て
お
り
ま
す
高た

か
は
し橋
真ま

き希
で

す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
、
千
葉
県

船
橋
市
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
船
橋

か
ら
出
た
こ
と
が
な
い
、
生
粋
の

(

？)

元
・
千
葉
県
人
で
す
。

　

下
田
市
観
光
協
会
に
籍
を
置
き
、

観
光
に
つ
い
て
学
び
つ
つ
、
イ
ベ
ン

ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
新
規
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
発
等
を
行
な
っ

て
、
下
田
の
観
光
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
、
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
ゆ

く
ゆ
く
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
野

外
映
画
上
映
会
な
ど
、
美
し
い
海
や

山
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
域

全
体
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る

企
画
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

交
流
拠
点
「
風
ま
ち
下
田
」
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
に
も
な
っ
て

い
て
、
地
域
住
民
の
方
々
、
下
田
を

訪
れ
た
方
々
と
、
お
話
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
、
週
に
数
回
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
滞
在
し

て
い
ま
す
。
交
流
拠
点
「
風
ま
ち
下

田
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
ほ
ぼ
毎
回

参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
の
機

会
に
、
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
、

二
泊
三
日
の
研
修
で
出
会
っ
た
、

皆
さ
ま
の
優
し
さ
と
温
か
さ
に
触

れ
、
一
緒
に
下
田
を
盛
り
上
げ
た

い
！
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　

街
中
を
歩
く
と
、
ば
っ
た
り
誰

か
に
会
う
新
鮮
さ
と
喜
び
が
積
み

重
な
り
、
小
さ
な
市
だ
か
ら
こ
そ
、

実
現
で
き
て
い
る
「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
」
を
実
感
し
な
が
ら
、

下
田
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
か
ら
生
活
は
ガ
ラ
リ
と

変
わ
り
、
と
て
も
充
実
し
て
い
て
毎

日
が
楽
し
く
、
笑
っ
て
ば
か
り
で
す
。

　

繰
り
返
し
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
出

会
い
と
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
新
し
い

出
会
い
に
ワ
ク
ワ
ク
し
つ
つ
、
温
か

く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
、
市
民

の
皆
さ
ま
や
下
田
市
に
、
活
動
を
通

し
て
恩
返
し
し
て
い
く
所
存
で
す
。

自
己
紹
介
と
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

地域おこし協力隊の活動報告地域おこし協力隊の活動報告

　６月に行われたあじさい祭では、同じく観　６月に行われたあじさい祭では、同じく観

光協会に配属された地域おこし協力隊の鈴木光協会に配属された地域おこし協力隊の鈴木

さんとフォトフレーム作りに挑戦しました！さんとフォトフレーム作りに挑戦しました！

移
住
の
き
っ
か
け
と

　
　
　
　
　
　
　

下
田
で
の
生
活

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
の
抱
負

問合せ先　市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２問合せ先　市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

今年も開催！下田開港 170 周年記念事業今年も開催！下田開港 170 周年記念事業

第３回「しもだ健康川柳」大募集！第３回「しもだ健康川柳」大募集！

  募集内容募集内容  

  応募資格応募資格  
市内在住の方、市内に通勤・通学の方

  募集期間募集期間  
10 月 31 日（木）まで

  応募方法応募方法  

次の①～④いずれかの方法でご応募ください。

作品、雅号（ペンネーム）、住所、氏名（ふりがな）、今年の

健診受診の有無（無しの場合はその理由）、年齢、電話番号

※入賞の場合は住所の字名まで公表します。
※ペンネームがない場合は本名を公表します。

記入事項

①郵送（ハガキ）　※ 10 月 31 日（木）必着①郵送（ハガキ）　※ 10 月 31 日（木）必着
　送付先：〒 415-8501
　　　　　下田市東本郷一丁目５番 18 号（東本郷庁舎）
　　　　　下田市役所市民保健課　国保年金係宛

  選　　考選　　考  

〇市長賞（１名）　　　　〇下田川柳黒潮吟社賞（３名）
〇伊豆の太陽賞（３名）　〇入選（15名程度）
　・入賞者には副賞をお贈りします。
　・入賞作品の発表は、11 月中を予定しています。
　・作品は、市ホームページ、広報しもだ等で発表
　　するほか、特定健診・健康診査案内通知など市
　　の保健事業等に幅広く活用します。
　・提出された個人情報は、本事業にのみ使用します。

  注意事項注意事項  
・応募作品は返却いたしません。
・応募作品の著作権は下田市に帰属します。
・応募作品は未発表のものに限ります。

④インターネットの専用応募フォーム④インターネットの専用応募フォーム
　URL⇨ https://logoform.jp/f/NGjP0

③③ＥＥメールメール
　送信先アドレス⇨ shiminhoken@city.shimoda.lg.jp
　※メールの件名は「川柳応募」としてください。

②応募箱に投函②応募箱に投函
　設置場所：下田市役所（東本郷庁舎、河内庁舎）

⇦こちらの二次元コードか

らご応募いただけます。

健 康 下田開国
170 周年

雑 詠
（何でも OK）


